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行是（1966年制定）

行是の心
近江商人の経営哲学である「三方よし」の精神を原点とした行是。

役職員一人ひとりが、社会の一員であることの自覚を持ち、

常に自分自身を戒め律し、社会へ感謝し、本業を通じて社会に貢献する。

この心を受け継ぎ、これからも地域の皆さまとともに未来を創ってまいります。

編集方針

本誌の内容をもっと詳しく知りたい方は

しがぎん CSR 2020 検索

滋賀銀行は､2016年度から｢統合報告書（ディスクロージャー誌）｣を発行し､

これまでの「CSRリポート」（非財務情報）の要素を｢統合報告書｣へ統合しました｡

そして「CSRリポート2020」は、その簡易版として作成しています。

本リポートは､国際標準化機構のISO26000が提示する主題を参考に､

当行の｢CSR憲章（経営理念）｣である｢地域社会｣｢役職員｣｢地球環境｣との共存共栄の

各テーマを軸に､写真や図表などを用いて内容をよりわかりやすく編集しています｡

財務面及びその他詳細な情報につきましては､統合報告書（ディスクロージャー誌2020）､

またはホームページ(https://www.shigagin.com)をご覧ください。

対象組織

・株式会社滋賀銀行

【関連会社】

・しがぎんビジネスサービス株式会社

・株式会社しがぎん経済文化センター

・株式会社滋賀ディーシーカード

・しがぎんリース･キャピタル株式会社

・しがぎん代理店株式会社

・株式会社しがぎんジェーシービー

・滋賀保証サービス株式会社
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人材の育成
多様
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創造
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持続性
の

の
な

SDGs・金融リテラシーの
普及・向上活動、次世代人材の

育成活動　実施人数延べ1万人

Sustainable Development
推進投融資

新規投融資額累計1兆円

温室効果ガス排出量
30％以上削減

（2013年度比較）

経済・環境・人をつなぐ（統合的発展）
2030年のマイルストーン（ターゲット2030）

サステナビリティビジョン（長期ビジョン）

３つの挑戦指標を通じて経済的価値と社会的
価値を創造し、両立することで地域社会の発展
に取り組んでまいります。

地球環境

地域のつながりを生み、
持続可能な社会を実現する

　琵琶湖畔に本拠を置く滋賀銀行は、経営に環境の視点を

取り入れた「環境経営」に従来から力を入れてまいりました。

近江商人の「三方よし」の精神を継承した行是「自分にきびしく

人には親切　社会につくす」をCSR（企業の社会的責任）の

原点とし、「『地域社会』『役職員』『地球環境』との共存共栄」

を掲げたＣＳＲ憲章（経営理念）を2007年に策定いたしました。

具体的には、環境対応型金融商品やサービスの開発・提供など

金融の役割を通じてお客さまの環境への取り組みをサポート

し、持続可能な地球環境づくりに取り組んでいます。

　近年の世界は、気候変動リスクなどの環境問題に加え、格差

の解消や持続可能な経済成長など社会的・経済的な課題を

解決するために、地球規模でサステナブル（持続可能）な発展

に寄与する行動が求められています。さらに、2020年は新型

コロナウイルス禍の拡大により、人々の暮らしや経済活動など

で「つながり」の維持が困難になる事態が発生しました。当行は

この「つながり」をより強め、持続可能な社会の実現に資するた

めに、お金の流れを通じて「環境」や「地域経済」を守り、「経済・

環境・社会の好循環」を確立し、自然と共生する脱炭素・循環

型社会の創造を目指しています。

　当行のサステナビリティビジョンは「地域経済の創造」「地球

環境の持続性」「多様な人材の育成」を重点項目と捉えてい

ます。目指す姿は「Sustainability Design Company」です。地域

社会の未来を創造し、「Bank」の概念を超えた「Company」

となり、地域になくてはならない存在になるとの決意を込め

ました。経済的価値と社会的価値を創造し、両立させて「共有

価値」を生み出し、地域社会の発展に尽力してまいります。

　本「CSRリポート2020」では、地域とともに持続可能な社会

を創る取り組みを紹介しています。皆さまには、是非ご高覧

賜りますとともに、当行の取り組みに対して一層のご理解と

ご支援をお願い申し上げます。

＜目指すべき地域社会の姿＞＜目指すべき地域社会の姿＞

自分らしく未来を描き、誰もが幸せに暮らせる社会自分らしく未来を描き、誰もが幸せに暮らせる社会
～地域との共創による持続可能な社会の実現～～地域との共創による持続可能な社会の実現～

＜不変の精神＞＜不変の精神＞
行 是：「自分にきびしく  人には親切  社会につくす」行 是：「自分にきびしく  人には親切  社会につくす」

CSR憲章：「地域社会」「役職員」「地球環境」との共存共栄CSR憲章：「地域社会」「役職員」「地球環境」との共存共栄

こちらをチェック！
くわしくは
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JQA-EM0777

（1966年1月制定）

① 役職員自らが生物多様性
　 保全の活動を展開
② 地域の皆さまとの連携に
　 よるネットワークづくり
③ 環境対応型金融商品・
　 サービスの充実

脱炭素・循環型社会
実 現

共 創
地域との

の

の

のデジタル化
地域

課題解決型ビジネス
推 進

CSR経営の
源流

環境経営を

銀行経営 に要諦の

SDGsを

に共通言語

2000年に認証を取得してから20年間、当行独自の環境マネジメン
トシステムを運用しています。ＩＳＯで、サステナビリティビジョン
（長期ビジョン）の実現に向けた経営計画のＰＤＣＡを回し、本業
による社会的課題解決につなげています。

売り手よし

買い手よし

世間よし

近江商人の経営哲学

持続可能な地域社会

私たちは、行是「自分にきびしく　人には親切
社会につくす」を原点とするCSR憲章（経営理
念）の実践を通じて企業価値の向上を目指すと
ともに、地域との共創により持続可能な社会の
実現に貢献します。

1．マテリアリティ（重要課題）の特定と
    事業活動を通じた地域の課題解決
2．事業活動による社会的インパクトを重視した経営
3．地球環境の保全・再生に資する
    ビジネスモデルの確立
4．人権の尊重と社会との信頼関係の構築
5．自ら考え行動できる人材の育成と職場環境の整備

“しがぎん”は、ＣＳＲ憲章（経営理念）に掲げる
「共存共栄」の精神のもと、国連が提唱する持
続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を私たちの企業行
動につなげ、地域の社会的課題解決と経済成
長の両立をはかり、持続可能な社会の実現に
努めてまいります。

重点項目（ターゲット2030）

地域経済の創造　

地球環境の持続性

多様な人材の育成

① 事業活動を通じた地球環境保全
② 環境負荷低減への取り組み
③ 環境関連法規等の遵守
④ ガバナンス・マネジメント体制
⑤ 全員参加と情報開示

（1999年10月制定・2020年10月改定） （2010年8月制定）

お金の流れで地域の皆さまを幸せにする
三方よしを源流とした“しがぎん”のとりくみ

～
～

いつの時代も

持続可能な
地域社会をめざして

環境方針（抜粋） 生物多様性保全方針（抜粋）

サステナビリティ
ビジョン

ISO14001×SDGs

環境ボランティア活動エコオフィスづくり

（2007年4月制定）

2020 年10月、当行グループの
ESG優先課題や社会的課題解決
を中長期的な観点から議論するた
め、ＣＳＲ委員会を「サステナビリ
ティ委員会」に改組しました。

当行のサステナビリティ基盤

しがぎんSDGs宣言 サステナビリティ方針

環境環境

福祉

文化

環境金融
Ｐ１０

Ｐ１０

Ｐ１２

Ｐ09

（2020年10月制定）（2017年１１月発表）

CSR憲章

「地域社会」
「役職員」

「地球環境」
との共存共栄

「お金の流れで地球
環境を守る」との気概
で、本業による環境保
全の取り組みを実施

環境ボランティア活動を通じて
環境意識の高い人材を育成

銀行内の省資源・
省エネルギー活動を推進
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TSUBASA
付加価値の高い金融サービスを提供

地域福祉の向上を願って

しがぎん福祉基金

地域とともに 豊かな未来をめざして

をサポート
青少年育成 LGBT

「誰ひとり取り残さない」

への取り組み　

地域文化
豊かで深みのある

の創造・育成

「コロナに負けるな！
『物産即売会』」

地方銀行ならではのサポートを

を開催

未来りーと
地域活性化を後押し
県内スポーツ振興と

『しがぎん』スポーツ応援定期

募金活動

世界の子どもたちの笑顔を守る

ユニセフ「
外国コイン」 累計

931万円
贈呈

3.7億円
助成

累計498件

フードバンク
食品ロスを減らし、笑顔を増やす

「当行を支えていただいている地域の皆さまに何とかお礼がしたい」
との思いから、創立50周年（1984年）に『社会福祉法人しがぎん
福祉基金』を設立。滋賀県内で展開される福祉の実験的・開拓的な
取り組みに対して、幅広く助成を行っています。

ユニセフの活動資金となる「『ユニセフ外国コイン』募金活動」を全店
で実施。皆さまにご協力いただいたコインを、公益財団法人

滋賀県国際協会を通じて公益財団法人日本ユニセフ協会に
寄贈しています。

住宅ローンのお申込みにおける「配偶者」に「同姓パートナー」
を含めて取り扱い。誰もが不自由なく、ありのままに生活を
営むことができる地域づくり
を目指します。

アライアンス
地域の持続可能な成長を実現するため、2019年5月に参加。
より多くの金融機関と連携することで、地域金融機関を取り巻く

環境変化など共通する課題に対して、ノウハウや情報を共有
することが可能

になりました。

お預け入れいただいた定期預金残高の0.005％相当額を、滋賀県ゆかり
のアスリートを応援する「レイクス・スポーツファンド」へ寄付しています。

株式会社しがぎん経済文化センターと連携し、地域経済の活性化
と文化の振興を願って、さまざまな情報発信や文化事業を

行っています。

2020年7月、滋賀県、公益社団
法人びわこビジターズビューロー
と連携し、新型コロナウイルス
感染症拡大の影響を受けられ

た地元事業者様を応援する
物産即売会を開催しま

した。

当行創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を目的として、
小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会「しがぎんカップ（滋賀県
サッカースポーツ少年団選手権大会）」への協賛を続けています。

2020年2月、災害対策とし
て備蓄しているビスケットや
サバイバルパンなど800
個を「フードバンクびわ湖」

に寄贈しました。

あ す

（2020年9月末実績）

（2020年4月末実績）
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地域経済の創造
地域の課題を解決する新たなビジネスモデルを創出し、地域の魅力を育み、
人と街が成長する豊かな地域経済を創造します。

地域にあふれる魅力的な産物、磨かれた技術、歴史
ある文化遺産などを活用し、お取引先の皆さまと
新たなビジネスを創造。地域金融機関のネットワーク
とノウハウを活用し、地域資源の販路拡大、観光
資源の活性化プロジェクトに取り組んでいます。

構想プロジェクト地域商社
地域との共創による持続可能な社会の実現をめざして

ハニー珈琲株式会社様
「近江の茶」を活用したポーション

株式会社まちおこし様
「野洲のおっさんおにぎり食堂」

SDGｓ私募債発行記念とし
て、当行が発行金額の0.2％
の寄付金を拠出し、物品や
活動資金を学校や特定公益
増進法人へ寄贈しています。

『つながり』
SDGs私募債

SDGsの普及拡大と
社会的課題解決に幅広く貢献

社会（アウトサイド）

顧客
新規

ビジネス

社
会
的
課
題

プ
ロ
ダ
ク
ト
・

ア
ウ
ト

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
広
が
り

「未来の顧客」に対する
新しい商品・サービス

製品・サービスの広がり

「既存顧客」に対する
既存の商品・サービス

企業
（インサイド）

社会的課題を起点とした

ビジネスを創出！
地域の社会的課題を解決して、

持続可能な地域社会を

創造していくよ！

SDGs
経営

滋賀
銀行

コンサルティング
「SDGsを経営に取り入れるサポートをしてほし
い」とのご要望にお応えするため、コンサルティ
ングメニューの一つとして取り扱いを開始。お取
引先とともに環境・社会との好循環を生み出し、
持続可能な地域経済を目指しています。

SDGs
SDGｓを活用した持続可能な経営を支援

SDGｓに貢献する新規ビジネス
に取り組むお客さまの資金繰り
や設備投資を支援しています。

ニュービジネスサポート資金
（SDGｓプラン）

持続可能な社会づくりに貢献する事業創出をサポート

累計41件
8.2億円
突破

2020年6月末実績

ニュービジネスの支援・育成を地域金融
機関の使命と考え、起業を目指す個人や
ベンチャー企業、さらには第二創業をお
考えの企業までを幅広くサポートすること
を目的に2000年より開催しています。

サタデー起業塾
産学官金の連携でニュービジネスのヒントを提供

優れたビジネスプランを表彰する「しが
ぎん野の花賞」のほか、社会的課題解
決を起点としたビジネスプランを表彰
する特別賞「ＳＤＧｓ賞」を2017年度に
新設しました。

しがぎん野の花賞
未来に咲くビジネスの種を育てる

クラウドファン ディング の 手 法を活 用
し、地域ブランドの魅力向上や地域資源
を活用した 新 商 品・サービスの 提 供 に
取り組むお取引先をサポートしています。

クラウドファンディング
地域ブランドの魅力向上をサポート

 株式会社駒井工作所様　
JUSTE　カードウォレット

SDGs
私募債発行

学校または
特定公益増進法人滋賀銀行

発行企業

SDGs私募債のしくみ

贈呈

469先7,246万円464億円
（2020年7月末実績）

社会
貢献

滋賀
銀行

課題
解決

滋賀
銀行

起業
支援

滋賀
銀行

販路
拡大

滋賀
銀行

2018年10月に設立された産官金連携の
組織。当行は行員を派遣して、社会的課
題解決につながる新たなビジネスモデル
を構築する取り組みを支援しています。

滋賀
銀行

地域
資源

● 少子高齢化

● 後継者不在

● 地域経済の縮小

どうして「地域経済の創造」に取り組むの？

取り組まないと待ち受ける未来

SDGs
事業化 産官金

ニュー
ビジネス

滋賀
銀行

滋賀ＳＤＧｓ×
イノベーションハブ
アウトサイド・イン（社会基点）のビジネスアプローチの実践をサポート
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通帳ケースを「バイオマス」に！
通帳ケースがバイオマスプラスチック
を配合したものに生まれ変わりまし
た。従来から燃焼時の環境負荷が少
ない素材を使用していましたが、バイ
オマスプラスチックを配合することで
石油由来資源の利用を減らし、持続
可能な資源利用につながります。

SDGsやESG等に関する野心的な取組目標を定め、達成した際に
融資条件を優遇する仕組みのローン。お金の流れを通じて、より
よい地域社会を実現する取り組みを促進します。

責任銀行原則（ＰＲＢ）に署名！
2020年2月、ＳＤＧｓやパリ協定が目指す
持続可能な社会の実現に向けて銀行が
主導的に役割を果たしていくことを
約束しました。責任銀行原則のフレーム
ワークを活用することで、社会の変革に
向けた資金の自律的好循環を生み出
し、地域のみなさまとともに地域社会の
持続可能な未来を創造していけるよう
に努めます。

預金で琵琶湖の生物多様性を守る 「エコオフィスづくり」に取り組んでいます！
「滋賀銀行 環境方針」のもと、営業活動に伴う電力や紙使用量の削減、グリーン
購入・リサイクル・エコスタイル・エコ店舗など、省エネ・省資源活動に努めています。

ニゴロブナ・ワタカ
（2007～2019年度累計） ワタカは水草の異常繁殖を

防止してくれるよ！

ふなずし（原料：ニゴロブナ）

琵琶湖の固有種で
絶滅危惧種の魚なんだ！

お客さまが「エコプラス定期」
を預け入れいただくごとに

当行が7円を負担。

預け入れ口数に応じて
ニゴロブナ・ワタカ

放流資金として活用。

独自の環境格付で環境を守る
琵琶湖を中心とした地球環境保全を目的に「しがぎん琵琶湖原則（PLB＝Principles for Lake Biwa）」を独自に制定。
ご賛同をいただいたお取引先に対し、ご希望がある場合は当行独自の「環境格付（PLB格付）」を実施。環境経営の
取り組み度合いについて評価し、環境経営に対する「気づき」のツールとしてご活用いただいています。

私募型グリーンボンドを引き受け
グリーン購入 温室効果

ガス排出量

99 % %

製品やサービスを購入する際に、
必要性・環境を配慮して購入。

（紙類） （文具類）
.97 87.87

（2013年度比較）
%29.24

❸ 環境リスクを軽減し、持続可能な地域社会を実現します。

❶ 環境保全に役立つ生産･販売･サービス基準を策定します。
❷ 環境配慮行動とビジネスチャンスの両立を目指します。

しがぎん琵琶湖原則（PLB）の3原則

しがぎん
エコスタイル くわしくは

こちらを
チェック！

持続可能な社 会に変革する

お金の 流れで
自律的好循 環を生み出し

削
減

● 地球温暖化の進行
● 大規模自然災害の増加
● 資源の枯渇
● 生物多様性の喪失

取り組まないと待ち受ける未来

地球環境の持続性
金融の役割を通じて「経済・環境・社会の好循環」を確立し、
自然と共生する循環型社会を創造します。

地域のためにお金を預ける！

より豊かに

住みやす
く！ 環境や社会をよりよく！

ESG投融資
ESGやSDGsに配慮した社会貢献型の債券などへの投融資に
積極的に取り組んでいます。

・JICA（独立行政法人国際協力機構）債　
・日本学生支援債券
・サステナビリティローンなど

グリーンボンドの引き受け
投 資

グリーンボンドの発行

統合報告書／P41

金利下がった！

社会にもプラス！！

20％

目標達成

SDGs・ESGの要素を
取り入れた

野心的な目標を設定

しがぎんサステナビリティ・リンク・ローン

賛同

11,312件
(事業先比60.6％）

格付

10,928先
（事業先比58.５％）

PLB格付

6,008先
（事業先比32.2％）

PLB格付BD

お借入

1,883 件
PLB資金実行件数

371億円総額
PLB資金実行額

どうして
「地球環境の持続性」
に取り組むの？

2020年8月
取扱開始！

67万匹
放流資金提供

借り入れ条件

滋賀銀行

お客さま

地域

会社

連動

環境分野への取り組みに
特化した事業活動

エコプラス定期
湖国の食文化の保全

生物多様性の保全

放流

TOPICS
TOPICS地銀初！

持続可能な社会の実現をめざして

投融資を通じて社会的課題解決に貢献

（2020年3月末現在）

（2020年3月期実績）
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多様な人材の育成
多様な個性を尊重し、一人ひとりが持てる力を最大限に発揮できる職場づくりを
進めています。また、地域の未来を担う人材の育成に努めています。

● マイノリティ（少数派）の意見が尊重されない社会　● 差別や格差の拡大

● 自分らしい未来が描けない社会　● 様々な課題が解決できない未来

取り組まないと待ち受ける未来

●セレクト時差勤務制度
●配偶者出産特別休暇制度
●育休後復帰セミナー
●提携保育所の設置
●１年間の介護休業制度

だれもが自分らしく輝くために

魚の産卵場所であるヨシ群落を守り・育て、琵琶湖の固有種で絶滅危惧種の
ニゴロブナ・ワタカを保護・育成・放流し、侵略外来魚を駆除するなど、滋賀県
ならではの“いきものがたり”活動を展開しています。この活動は、環境リテラ
シーの高い人材の育成にもつながっており、活動は年々広がっています。

琵琶湖の生物多様性・環境を守る
“いきものがたり”活動

地域の学校やお取引先等に行員
が出向き、ＳＤＧｓや金融リテラシー
の向上を目的とした講義を実施。
行内では階層別研修を実施し、
ＳＤＧｓ思考を持った行員の育成
に注力しています。外部セミナー
でも積極的に講師を務め、2019
年度実績は5,415人となりました。

持続可能な社会を共創する人材を育てる
ＳＤＧｓ・金融リテラシーの普及・向上活動、
次世代人材の育成

行内人材公募制度
・デジタル人材
・コンサルティング部門など

証券アナリスト

名25
FP1 級

名198
宅地建物
取引士

名177

お客さまがゴール（将来のありた
い姿や目標・夢など）に到達する
ための最善の方法を、お客さま
の立場で寄り添いながら考え、
提案・解決できる力をもつ「人財」
の育成を進めています。

●e-JINZAI の活用

●外部専門機関への派遣
●専門資格取得サポート

●ゆとりプランセミナー
休日を活用したセミ
ナーを開催。
年間延べ2,500名を超
える受講生が自己研鑽
に取り組んでいます。

Webコンテンツを利用した自己啓発。
（2020年4月～8月間で、延べ10,194回受講）

コンプライアンス体制　
「滋賀銀行の行動規範」を遂行し、法令等遵守を徹底するなど、専

務取締役を委員長とする「コンプライアンス委員会」が中心となり、
「コンプライアンス・プログラム」に取り組んでいます。

●コンプライアンスヘルプライン
●弁護士相談制度

内部通報窓口設置

ダイバーシティを推進する取組の一環とし
て、ビジネスカジュアルの試行を開始しまし
た。性別や職位に関係なく、誰もが自分らしく
働ける職場環境づくりに取り組んでいます。

ビジネスカジュアル

心身ともに健やかに働ける環境づくり
●外部カウンセリング制度

●ストレスチェックの実施
●メンタルヘルスに関する研修の実施
●人権啓発

メンタルヘルス不調を未然に防止するために、職員全員にカウンセリ
ングチケットを配布し、行外の専門家に無料で安心して相談できる
カウンセリング制度を実施しています。

0

3

6

9

12

15

セミナー・研修実施状況

１人あたりの月間時間外労働時間

5,415人
【単位：人】

3,743

SDGs（外部）

685

813

174

SDGs（内部）

2015
年度

14.7
時間 13.6

時間 12.7
時間 11.2

時間 10.4
時間

2016
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

金融 次世代

主任 
232人

331人

支店長代理
77人

支店長・次長  
22人

2020年3月末現在

女性管理職の内訳

キャリア形成・スキル向上

専門資格の取得者状況

2020年3月末現在

2020年2月～
試行中！

どうして「多様な人材の育成」に取り組むの？

中小企業
診断士

名42

新入行員研修

階層別研修
職務別研修

多様な学びの場の提供

多様な人材の育成 ワークライフバランス＆働き方改革

2016年4月
近畿の地方銀行で

初めて取得

管理職比率女性

29.39%

2020年1月
「えるぼし」（二つ星）認定

倫理観の高い行員の育成課題解決型人財 ダイバーシティ 環境ボランティア活動

生き生きと働ける職場づくり

ヨシ苗植えボランティア

外来魚駆除・釣りボランティア

ヨシ刈りボランティア

ニゴロブナ・ワタカ放流式

森づくりサポート活動

お客さま・地域社会の未来を切り開く
「課題解決型人財」の育成

刈り取ったヨシは

名刺に生まれ

変わるよ！

くわしくはこちらをチェック！
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● 「ふれあい環境室」設置
● 「ISO14001」認証取得

00

● ｢UNEP金融機関声明｣署名01

● ニュービジネスネットワーク
　 「野の花応援団」創設

02

● 「エコプラス定期」取扱開始
● 「土壌汚染対策法」取組指針を策定
● 創立70周年記念事業
　 「びわこ地球市民の森」で植樹

03

●「CSR委員会」「CSR室」設置04

● 社会福祉法人
　しがぎん福祉基金設立

84

● 日本列島クリーン大作戦に参加85

● 水質調査船（みずすまし2世）
　 建造費として滋賀県に1億円寄付

88

● リサイクルシステム稼働94

● ボランティア預金
　 「愛のみずうみ口座」取扱開始

92

● 「クリーンバンクしがぎん」スタート
● 「環境委員会」設置
● 「環境方針」制定

99

● ｢エコ・クリーン資金｣取扱開始
● ノベルティグッズをグリーン購入品へ
● 全店の焼却施設を撤去

98

● 「エコ＆耐震住宅ローン」取扱開始
● 「琵琶湖原則支援資金」取扱開始
● 「エコスタイル」キャンペーン開始

05

● 「女性活躍推進委員会」スタート
● 「事業者向けBCPサポート
　 ローン」取扱開始
● 「エコプラス定期」による
　 学校ビオトープ助成開始

06

● 「琵琶湖原則支援資金
　 （環境省利子補給活用プラン）」取扱開始
● 「生物多様性格付」運用開始

09

● 「エコビジネスマッチングフェア」開催
● 「カーボンオフセット定期預金
　 『未来の種』」取扱開始
● 「事業者向け環境配慮型融資
　 『未来の芽』」取扱開始
● 「ヨシ紙名刺」利用開始
●しがぎん浜町研修センターが
　 「CASBEE」Sランクを取得
● 「AED」を全店に設置

08

● 「環境方針」改定
● 「生物多様性保全方針」制定
● 「成長基盤強化応援ファンド」設立

10

● 「滋賀の魅力発信ファンド」設立
● 「スピードローン ジャストサポーﾄ
　 （災害復旧プラン）」取扱開始
● 「BCPサポートローン（震災影響対策プラン）」取扱開始
● 「21世紀金融行動原則」に署名

11

● 2012年版「環境白書」に“いきものがたり”が活動掲載12

● 営業統轄部に「地域振興室」を設置
● 「BCPサポートローン
　 （災害対策プラン）」取扱開始
● 創立80周年記念事業
　 「びわこ地球市民の森」で植樹

13

● 滋賀県と「地域密着連携協定」締結
● 「しがぎん成長戦略ファンド」設立
● 「しが6次産業化ファンド」設立
● 「CSR私募債『つながり』」取扱開始
● 「『しがぎん』スポーツ応援定期 未来りーと」取扱開始
● 創立80周年記念事業「ビワマス遡上プロジェクト」実施

14

● 「カーボンニュートラル店舗」（栗東支店）グランドオープン
● 金融教育「中学生チャレンジウィーク」開始
● 「しがぎんふるさと投資ファンド」設立

15

 ● 「CSR医療機関債『はぐくみ』」取扱開始
 ● 「イクボス宣言」実施（239名）

16

● 本業支援サポートローン  
　 「GAP認証者サポートプラン」取扱開始
● 「関西SDGsプラットフォーム」に参加
● 「しがぎんSDGs宣言」発表

17

● ニュービジネスサポート資金（SDGsプラン）取扱開始
● ニュービジネス奨励金に「SDGs賞」を新設
● SDGs私募債、SDGs医療機関債取扱開始
● 気候変動イニシアティブに参加
● 地方創生SDGs官民連携プラットフォームに参加

18

● 「SDGsビジネス・マッチングフェア」開催
● 「TSUBASAアライアンス」に参加
● 「地域商社構想プロジェクト」を開始
● TCFDコンソーシアムに参加

19

● 「責任銀行原則」署名
● 「ダイバーシティ推進委員会」を設置
● 「しがぎんサステナビリティ・リンク・ローン」取扱開始
● 「サステナビリティ方針」制定
● 「環境方針」改定

20

しがぎん HISTORYしがぎん HISTORY

● 「CSR憲章（経営理念）」と
　 「滋賀銀行の行動規範」制定
● 「カーボンニュートラルローン未来よし」取扱開始
● 環境に配慮した「エコメール」導入
● 環境会計を導入
● 営業統轄部にCS推進室を設置

07

● 「第1回日本環境経営大賞」
　 環境経営パール大賞受賞

03

● 「第2回『誠実な企業』賞」
　 金融機関部門賞受賞
● 「第13回地球環境大賞」
　 フジサンケイグループ賞受賞
● 「滋賀労働局優良賞」受賞
● 「FTSE4Good Global Index」に選定

04

● 平成18年度 財界「経営者賞」受賞
● 「第9回グリーン購入大賞」
　 環境大臣賞受賞

07

● 「第12回新エネ大賞」
　 新エネルギー財団会長賞受賞
● 「第5回企業フィランソロピー大賞」大賞受賞
● 「ワークライフバランス推進企業」に登録 
● 「BCAOアワード2007」大賞受賞 
● 「次世代育成支援対策推進法」に基づき 
　 「子育て支援に積極的に取り組む企業」
     として認定
● 環境省より「エコ・ファースト企業」に認定
　 （2019年に更新）

● 平成19年度「関西エコオフィス大賞」受賞
● 平成20年度
　 「地球温暖化防止活動環境大臣表彰」受賞

08

● 清水書院発行の高等学校「現代倫理」の教科書に
　 当行のCSR活動が掲載
● 「第17回環境コミュニケーション大賞」ダブル受賞
　 環境報告書部門:環境報告大賞（環境大臣賞）
　 テレビ環境 CM 部門:優秀賞（地球・人間環境フォーラム理事長賞）
● 「次世代育成支援対策推進法」に基づき  
　 「子育て支援に積極的に取り組む企業」として 3 度目の認定
● 「第50回献血運動推進全国大会」厚生労働大臣表彰受賞
●  第2回「『京（みやこ）環境配慮建築物』顕彰制度」奨励賞受賞（京都支店）

14

● 「第1回買うエコ大賞」優秀賞受賞
● 「第18回環境コミュニケーション大賞」環境報告書部門:優良賞受賞
● 「第1回低炭素な『まちと建物』コンテスト」優秀賞受賞（栗東支店）
● 「『誠実な企業』賞 2015-Integrity Award-」優秀賞受賞 
● 「環境人づくり企業大賞 2014」最優秀賞受賞
● 平成27年度「均等・両立推進企業表彰」
　 ファミリー・フレンドリー企業部門:滋賀労働局長優良賞受賞 
● 「UCDAアワード2015」最優秀賞受賞

15

● 「第4回持続可能な社会の形成に向けた金融行動原則」   
　 グッドプラクティスに選定
● 「次世代育成支援対策推進法」に基づき
　 「プラチナくるみん」に認定
● 「滋賀県環境保全協会長表彰」
　 環境保全優良事業所として表彰

16

● 「第2回グリーン・オーシャン大賞 2018」協賛企業賞受賞
● 日本 M&Aセンター主催「第6回 M&Aバンクオブザイヤー」
　 最高賞  「バンクオブザイヤー」および「地域貢献大賞」受賞
● 「第2回ジャパンSDGsアワード」で
　 特別賞「SDGsパートナーシップ賞」受賞

18

● 「第22回環境コミュニケーション大賞」環境報告書部門で  
　 「審査委員会特別優秀賞」を受賞
● 滋賀県女性活躍推進企業認証制度  「二つ星企業」認証取得
● 21世紀金融行動原則  
　 環境大臣賞（地域部門）を受賞

19

● 「第1回ＥＳＧファイナンス・
　 アワード・ジャパン」融資部門で
　 銀賞（環境大臣賞）受賞
● 女性活躍推進法に基づき「えるぼし」認定の二つ星を取得

20

20001984 2010

想いは、未来をひろげる。

し
が
ぎ
ん
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み

外
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か
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価
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発行 / 2020年9月
お問い合わせ / 滋賀銀行 総合企画部CSR室

〒520-8686 大津市浜町1番38号

電話 077-521-2207
https://www.shigagin.com

公式SNSでも、様々な情報を発信しています。

Corporate Social Responsibility 2020
THE SHIGA BANK, LTD.

未来を描き、夢をかなえる

CSR Report
2020

CSR Report 2020

当行は、環境省認定
「エコ・ファースト企業」です。

Facebookアドレス :
https://www.facebook.com/shigagin

LINE ID : @shigagin 当行は、気候変動キャンペーン
「Fun to Share」に賛同しています。

私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を
支援しています。
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行是（1966年制定）

行是の心
近江商人の経営哲学である「三方よし」の精神を原点とした行是。

役職員一人ひとりが、社会の一員であることの自覚を持ち、

常に自分自身を戒め律し、社会へ感謝し、本業を通じて社会に貢献する。

この心を受け継ぎ、これからも地域の皆さまとともに未来を創ってまいります。

編集方針

本誌の内容をもっと詳しく知りたい方は

しがぎん CSR 2020 検索

滋賀銀行は､2016年度から｢統合報告書（ディスクロージャー誌）｣を発行し､

これまでの「CSRリポート」（非財務情報）の要素を｢統合報告書｣へ統合しました｡

そして「CSRリポート2020」は、その簡易版として作成しています。

本リポートは､国際標準化機構のISO26000が提示する主題を参考に､

当行の｢CSR憲章（経営理念）｣である｢地域社会｣｢役職員｣｢地球環境｣との共存共栄の

各テーマを軸に､写真や図表などを用いて内容をよりわかりやすく編集しています｡

財務面及びその他詳細な情報につきましては､統合報告書（ディスクロージャー誌2020）､

またはホームページ(https://www.shigagin.com)をご覧ください。

対象組織

・株式会社滋賀銀行

【関連会社】

・しがぎんビジネスサービス株式会社

・株式会社しがぎん経済文化センター

・株式会社滋賀ディーシーカード

・しがぎんリース･キャピタル株式会社

・しがぎん代理店株式会社

・株式会社しがぎんジェーシービー

・滋賀保証サービス株式会社


